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音楽アウ トリーチ研究会活動について

一学生と地域の双方向的な学びの場として一
音楽教育講座 小西 潤子 根木真理子

はじめに
静岡大学教育学部音楽教育講座は平成 17年 4月 から「静岡大学教育学部音楽アウトリーチ

研究会」を発足し、学生主体の企画運営による主として学外者向けのコンサート活動を展開し
てきた。この研究会立ち上げのきつかけとなつたのは、平成 16年 8月 に実施した 「0歳から

のクラシック」 (静岡音楽館 AOIと の共催)であつた (山 下 2006,84)。 この背景として、大

学による地域貢献へのニーズの高まりがある。

音楽分野の地域貢献を調査した林は、教育学部音楽科による先行事例として、本研究会のほ

か山形大学教育文化学部文化創造学科音楽芸術コースによる 20年以上にわたるオペラを核と

した活動、宇都宮大学における平成 19年度からの授業「音楽教育特殊研究Jでの実践を紹介

している。また、音楽大学の事例としては、昭和音楽大学による平成 18年度からの「アーツ・

イン・コミュニティ」プログラム、東京音楽大学による平成 17年度からの「ACT Pr● eCt」 を

紹介している (林 2008)。

2008年 11月 23日 には、昭和音楽大学、東京音楽大学、神戸女学院大学の 3大学による共

同企画「社会に飛び出す音大生たち」により、音楽の新しい学びについて考えるフォーラムを

実施した (文部科学省特色 GP、 現代 GP選定事業)。 このように、私立音楽系大学では音楽ア

ウトリーチ活動を大学としての大きな柱の 1つ として事業を展開するなかで、静岡大学教育学

部音楽アウトリーチ研究会では、学生主体の企画運営コンサー トを着実に推進してきた。

本報告は、その平成 20年度の活動のうち、附属特別支援学校での 2回のコンサー トを除く

計 5公演の内容について、参加学生が作成した活動報告書をもとに整理したものである。ただ

し、研究会としての書式が決まつているわけではなく、以下の報告内容は統一性に欠ける部分

があることをご了承いただきたい。

1 来てこ de夏休み ロビーコンサー ト

【概要】
日時 : 平成 20年 8月 2日 (土)12:00～ 13:00
場所 : 静岡市健康文化交流館来・て・こ 1階 ロビー (静岡市駿河区)

対象 : 子ども～一般 約 60名

趣旨 : 子どもたちと一緒に歌つたり、踊つたり、演奏したりして音楽を楽しむ。

子どもたちが楽しめるような企画や演奏を研究、工夫する。

プログラム :

リコーダー4重奏
≪ピタゴラスイッチのテーマ≫ (栗原正己)、 ≪となりのトトロ≫ (久石譲)他 計 6曲

トーンチャイム

≪ハイ・ホー》 (Eチャーチル)、 ≪星に願いを≫ (Lハーライン)他 計 3曲

合唱 (歌 つて踊ろう)

≪おもちゃのチャチャチャ≫ (野坂昭如作詞、越部信義作曲)他 計 3曲

企画 :服部将也 (芸術文化課程 3年 )

出演 :小西由希子 (学校教育教員養成課程 3年) 大森静香・服部将也・舟本あゆみ・宮本啓 (芸術文化課程

3→ 小澤りお・中村友紀・西将史・古澤孝祐・松下愛子 (芸術文化課程 2年) 小林泉美・澤里明日

香・大長実穂・竹中康介 (学校教育教員養成課程 2年) 斉藤淳華・篠崎文 (学校教育教員養成課程 1

年)

【工夫や反省点など】
企画にあたっては、子どもたちが手拍子や トーンチャイム、踊りに参加することを想定して、

楽しめるプログラムを考えた。また、飽きないように 1曲 を短くしたり、お面や小道具を作っ

たりするなどの雰囲気作りをした。客席のレイアウトも、演奏にカロわりやすいように工夫した。

反省点として、練習の段階では日程やリハーサルが遅れたりぎりぎりまで変更点があったりし
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たことや会場の広さをきちんと把握できていなかつたこと、本番では前半で子どもたちとコミ

ュニケーションがとれなかったこと、トーンチャイム体験でメロディを一緒に演奏するのは難

しかったことなどがあげられる。

出演した学生からは、集まった回数が多かったためじつくり取り組めたこと、みんなで作る

一体感が味わえたこと、学年を超えたコミュニケーションができたことなどの評価が得られた

一方、練習のすすめ方をてきばきするべきだ、子どもの目線で考えるのが難しかったなどの感

想が得られた。

2 静岡市音楽教育研究部研修会 コンサー ト

【概要】
日時 : 平成 20年 8月 8日 (金)15:00～16:00
場所 : 清水興津生涯学習交流館 多目的ホール (静岡市清水区)

対象 : 静岡市小・中学校音楽主任および音楽担当教員 約 40名

趣旨 : 研修会参加の現職小中学校教員にアウトリーチ活動を周知するとともに、演奏を楽しんでいただく。

プログラム :

ピアノ連弾  ≪太陽にはえろ !メ インテーマ》 (大野克夫)他 計 2曲

リコーダー4重奏  ≪ルーマニア民族舞曲≫ (バル トーク)

トーンチャイム ≪涙そうそう》 (BEGIN)、 《星に願いを≫ (Lハーライン)他 計 3曲

メゾソプラノ独唱  歌劇『アルジェのイタリア女』より ≪むごい運命よ≫ (ロ ッシーニ)

ピアノ連弾  『連弾のための6つの小曲』より 《ロシアの歌、スラヴァ≫ (ラ フマニノフ)

サクソフォン独奏  ≪チャルグッシュ≫ (モ ンティ)

企画 : 小林泉美 (学校教育教員養成課程 2年) 服部将也 (芸術文化課程 3とつ 金安悦子 (芸術文化課程

41→

出演 : 伊丹ゆず・金安悦子・長澤歩弥・村松絵理 (芸術文化課程 4年)月長部将也・宮本啓 (芸術文化課程 3

年)」 澤ヽ りお・寺田杏子・古澤孝祐・松下愛子 (芸術文化課程 2年) 小林泉美・大長実穂 (学校教

育教員養成課程 2年)小 嶋遼 (芸術文化課程 1年)斉 藤淳華・篠崎文・堤夏紀 (学校教育教員養

成課程 1年 )

【工夫や反省点など】
プログラム作りにあたつては、聞き手のことを考えて曲目や演奏の順番を設定した。また、

舞台袖のないステージでのスムーズな進行を意識し、出演者各自が舞台準備をすることにした。

反省点としては、企画に取り組むのが遅く直前に詰め込むかたちになってしまったこと、にも

かかわらず遅刻や欠席者がいて時間をうまく活用できないことがあつたことがあげられる。

3 静大アウ トリーチコンサー ト IN来てこ

【概要】
日時 : 平成 20年 11月 8日 (土)14:30～16:00
場所 : 静岡市健康文化交流館来・て 。こ 3階ホール (静岡市駿河区)

対象 : 子ども～一般 定員 150名

趣旨 : 自分たちが学んでいる音楽を地域の方々に聴いていただき、音楽に親しんでもらう。音楽の素晴らし

さを伝え、共有できるようなコンサー トにする。

プログラム :

(一部)ピアノ連弾 ≪アイネ・クライネ・ナハ トムジーク≫より第一楽章 (モーツアル ト)

リコーダー 6重奏 ≪ルーマニア民族舞曲》 (バル トーク)

ピアノ連弾 バレエ組曲『くるみ割り人形』より≪花のフルツ》 (チャイコフスキー)

サクソフォン四重奏 ≪どんぐりころころ》 (梁 田貞) ≪もみじ≫ (岡野貞一)

(二部)合唱 映画『サウンド・オブ・ミュージック』より6曲

企画 : 服部将也・安田絵美 (芸術文化課程 3年) 小西由希子 (学校教育教員養成課程 3年)Jヽ林泉美・澤

里明日香 (学校教育教員養成課程 2年)篠 崎文 (学校教育教員養成課程 1年 )

出演 : 有賀佳衣・伊丹ゆず・金安悦子・村松絵理 (芸術文化課程 4年)阿部はるか (学校教育教員養成課

程 4年) 末木なな子・服部将也・舟本あゆみ・宮本啓・安田絵美・山田真実 (芸術文化課程 30
西将史・古澤孝祐 (芸術文化課程 2年) 小林泉美・澤里明日香・大長実穂・林秀憲 (学校教育教員

養成課程 2年)イ 嶋ヽ遼・横関美咲 (芸術文化課程 1年)金 子奈那子・小嶋苑美・下山佳寿美・篠崎

文・鈴木智香子・竹内優華・中澤雪乃・西島亜紀・西場久珠・松岡夏子 (学校教育教員養成課程 1年 )
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写真 1 リコーダー 6重奏 写真 2 『サウン ドオブミュージック』より

【工夫や反省点など】
企画としては、幅広い年代層の方々に楽しんでもらえるように考え、特に二部はナレーショ

ン、効果音、振り付けも取り入れた演出を行うと共に、合唱を主体に SAXや トーンチャイム

も加えた。また、ステージの転換がうまくいくように打ち合わせを各担当者で行つた。反省点

としては、直前に合唱の振り付けやナレーションなどに変更点があり、出演者に負担がかかつ

たこと、衣装が地味だつたこと、片付けの段取りが不十分だつたことがあげられる。

出演者からの意見としては、早い段階からリハーサルでビデオ撮りをしていたので求める方

向性が明確になったこと、リコーダーの演奏技術が向上したことなどの反面、合唱のパー ト配

分が大変だつたという声も間かれた。また、観客からは「楽器や曲目の紹介もしてほしい」と

いう要望があったので、今後はそれに応えていきたい。

4.静 岡市豊田児童館 コンサー ト

【概要】
日時 : 平成 20年 12月 6日 (土)14:00～ 14:30
場所 : 静岡市豊田児童館 ロビー (静岡市駿河区)

対象 : 幼稚園年中組～小学校 3年生およびその保護者 約 100名

趣旨 : 子どもたちと一緒に歌つたり、踊つたり、演奏 したりして音楽を楽しむ。

子どもたちが楽しめるような企画や演奏を研究、工夫する。

プログラム :

リコーダー 4重奏 ≪ピタゴラスイッチのテーマ≫ (栗原正己)他 計 5曲

トーンチャイム ≪星に願いを≫ (L.ハ ーライン)他 計 2曲

合唱 (歌つて踊ろう) 『 となりの トトロ』より ≪さんぽ≫ (久石譲作曲)他 計 5曲

企画 :服部将也 (芸術文化課程 3年)ガ 西ヽ由希子 (学校教育教員養成課程 3年) 小林泉美 (学校教育教員

養成課程 2年 )

出演 :新井和康・阿部はるか (学校教育教員養成課程 4年)服部将也・安田絵美 (芸術文化課程 3年)ガ 西ヽ由

希子 (学校教育教員養成課程 3年)寺田杏子・古澤孝祐 0松下愛子 (芸術文化課程 2年 )月 林ヽ泉美 0澤

里明日香 0大長実穂 (学校教育教員養成課程 2年)篠崎文 0金子奈那子・佐藤友美 0本多有希 。西場久

珠 (学校教育教員養成課程 1年 )

【工夫や反省点など】

子どもが知っている曲を演奏すると反応もよく、一緒に楽しめた点は良かった。また、施設

の様子をあらかじめ把握しておくことの重要性もわかつた。ただ、会場でリハーサルをする時

間がもつととれるとよかつた。今後はより柔軟な行動ができるように心掛けたい。さらに、ボ

ディーパーカッションや劇など、新たなジャンルができればよいと思う。

5。 来てこ deク リスマス ロビー コンサー ト

【概要】
日時 : 平成 20年 12月 13日 (土)10:00～ 10:45
場所 : 静岡市健康文化交流館来 0て 0こ  1階ロビー (静岡市駿河区)

対象 : 子ども 約 60名

趣旨 : 子どもと一緒に楽器を作つて演奏 したり、歌つたりして音楽を楽しむ。子どもが自ら参加 して音楽を

楽しめる企画 0演奏を研究する。

プログラム :

サクソフォン4重奏  『 ロン ドンデ リーの歌』より≪ダニー=ボーイ≫他 計 3曲
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楽器作リ ペットボトル、どんぐりを使つたマラカス作り
器楽合奏 ≪ジングルベル≫ 他 計 4曲

企画 :服部将也 (芸術文化課程 3年) 澤里明日香 (学校教育教員養成課程 2年)金 子奈那子・西場久珠
(学校教育教員養成課程 1年 )

出演 :新井和康 (学校教育教員養成課程4年) 赤木俊祐・大森静香・末木なな子・服部将也・舟本あゆみ・

安田絵美・山田真実 (芸術文化課程 3年)ガ 西ヽ由希子・吉田慈子 (学校教育教員養成課程 3年)西 将
史・古澤孝祐 (芸術文化課程 2年) 小林泉美・澤里明日香・大長実穂 (学校教育教員養成課程 2年)

金子奈那子・佐藤友美・篠崎文・竹内優華・西場久珠 (学校教育教員養成課程 1年 )

【工夫や反省点など】
子どもが参力日できる企画として、楽器作りをはじめて取り入れた。その際、ペットボ トルや

学内で集めたどんぐりなど身近なものを使い、ペットボ トルにはクリスマスをイメージする飾
り付けをするなど工夫をした。一方、これは初めての試みでもあつたため、本番直前にようや
く流れや役割分担が決まった。また、途中参加する子どものことまでは想定していなかった。
合奏曲は、同じようなクリスマス曲だったため変化がなかったことが反省点である。しかしな
がら、子どもたちの楽しそうな表情を身近にみられたこと、短い練習時間のわりには楽しんで
もらえる演奏ができたことは大変よかつた。

6  おわ りに

静岡大学教育学部音楽アウトリーチ研究会の活動そのものは4年 目になり、それなりにノウ
ハウの蓄積をしてきた。また、地元公民館などとの連携体制が整い、先方からの活動への期待
も感じられる。その一方で、学生たちが研究会としてのまとまりを作っていくことの難しさに
直面することもあつた。これまで音楽教育講座では授業を共にする学年ごとのつながりはあっ
ても、学年を超えた縦の交流は持ちにくい状況であつたから、企画を推進するにあたってどこ
までのリーダーシップを発揮すべきか戸惑うのは無理もなかった。

しかしながら、報告文を見ると、1年間活動を続けるうちにだんだんとまとまりが出てきて、
先輩から後輩へと活動が引き継がれている様子がうかがえる。また、「リコーダーの演奏技術
が向上した」という感想に表れているように、アウトリーチ活動がまさに技を磨く場となって
いる点は注目に価する。そして、技の習得が「新たなジャンル」に挑戦したいという意気込み
へとつながっている。さらに、学生たちは披露した技に対しての子どもたちの反応に触発され
ている。このように、アウトリーチ活動は地域貢献というだけではなく、双方的な学びの場を
創造しているのである。

今後、アウトリーチ活動を授業として単位化していくことも1つの課題になるかも知れない。
だが、授業となるとどうしても教員主導になりがちであるし、縦の交流の機会にはならなくな
る。授業を超えた学びの場―まさに「授業のアウトリーチ」一が成立しなくなったときには、
新たな体制を検討する必要が生じるであろう。最後に、本報告をまとめるにあたって、芸術文
化課程 3年の服部将也さんにご協力いただいた。この場を借りて、お礼を述べたい。
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